
                               平成 ２３年度 学校経営計画書及び自己評価計画書

石 川 県 立 津 幡 高 等 学 校

学 校 長    太 田  信

１ 教育目標
              ①自ら学ぶ意欲を養い、知性を磨き、生涯にわたって学び続ける態度を育成する。
    ②思いやりの心を育み、社会性と協調性のある心豊かな人間を育成する。
       ③心身を積極的に錬磨し、健康で気力の充実したたくましい人間を育成する。

２ 中・長期的目標

  （１）学校の現状
       ① 本校は平成１３年に体育科と総合学科からなる学校に改編され、現在創立８９年を迎え、地域や保護者から信頼され選ばれる学校として、
     教育活動に取り組んでいる。
   ② 体育科の生徒は、各種競技大会や進学・就職で成果をあげているが、近年、科内の学力差が目立つようになってきている。
     総合学科の生徒は、早期に進路目標を意識づける必要があり、「産業社会と人間」等を通したキャリア教育の充実が望まれる。
（２）生徒に関する中・長期的目標

       ① 基礎・基本の定着    生徒が学習意欲を高め、達成感を味わえる授業改革に努める。
       ② 基本的な生活習慣の定着 多様な視点を通して生徒理解に努め、全教職員が一致協力して生徒の規範意識の向上を目指す。
       ③ 希望進路の実現      進路指導課、学年の連携を緊密にし、３年間を見通した計画的で効果的な進路指導を行う。
       ④ 部活動の強化        競技力の向上にとどまらず、健全な身体づくりと豊かな心の育成を目指す。
       ⑤ 地域貢献        ボランティア活動への積極的な参加を促進し、地域に貢献する。

  （３）教職員、学校組織等の望ましい在り方
       ① 学校評価や人事考課および生徒による授業意識調査の活用により、教職員の積極的な意識改革を図る。
       ② 教育目標達成のために、各課分掌の連携を深め、組織としての機能を高めた学校体制づくりを進める。
       ③ 日々の実践や研修を通し積極的に授業改善に努める。

３ 今年度の重点目標
    ① 基本的な生活習慣の確立（挨拶の励行、規範意識の確立、清掃の徹底）
              ② 学習における基礎・基本の徹底（わかる授業への授業改善、朝学習の徹底、体力の増進）
    ③ 生徒の希望する進路の実現（キャリア教育の充実、「産業社会と人間」等の活用による生徒の進路意識の向上）
            ④ 部活動の強化と生徒会活動の活性化（部活動の加入促進、全国大会での上位入賞、生徒会活動の充実）

   ⑤ 地域・保護者との連携（保護者懇談会・地区別保護者会の充実、ボランティア活動への生徒参加促進）



石川県立津幡高等学校

重 点 目 標 具 体 的 取 組 主担当 現    状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備   考

１ 基本的な生活習
慣の確立（挨拶
の励行、規範意
識の確立、清掃
の徹底）

① 保護者と連携して交通安全
・挨拶運動等に取り組み、
生徒のマナー向上を図る。

生徒課
総務課
各学年

登校指導を継続的に行ってお
り、挨拶の励行とともに、生
徒のマナー向上をめざしてい
る。

【満足度指標】
登校指導や挨拶運動等によ
り、生徒の登校マナーは向
上している。

生徒のマナーがよくなったと思う保
護者が
Ａ ７０％以上である。
Ｂ ６０％以上である。
Ｃ ５０％以上である。
Ｄ  ５０％未満である。

Ｃ・Ｄの場合は、
マナー向上に関
する取り組みを
再検討する。

８７％

前期末に中間
集計(判定基準
５０％)
１月に最終集
計

② 服装容儀の指導を徹底し、
生徒の規範意識の向上を図
る。

生徒課
全職員

頭髪・服装の乱れが問題行動
につながり、学校生活全般に
悪影響を及ぼしている。

【成果指標】
生徒自身の意識が高まり、
服装容儀・頭髪やマナーな
どの向上に努めている生徒
が多い。

積極的に服装容儀・頭髪やマナーな
どの向上に努めた生徒が
  Ａ ８０％以上である。
  Ｂ ７０％以上である。
  Ｃ ６０％以上である。
  Ｄ  ６０％未満である。

Ｃ・Ｄの場合は、
服装容儀・頭髪、
マナー向上に関
する取り組みを
再検討する。

６１％

前期末に中間
集計(判定基準
５０％)
１月に最終集
計

③ 規則正しい家庭生活を送る
よう指導することで、遅刻
の減少に努める。

生徒課
教務課
各学年

遅刻・早退・欠席を繰り返す
生徒には、保護者と連携を取
りながら、粘り強い指導を行
っている。

【成果指標】
生徒自身の意識が高まり、
遅刻する生徒が減少してい
る。

累積遅刻件数が昨年同月に比べ、
A ２０％以上減少した。
B １０％以上減少した。
C １０％未満の減少であった。
D 減少しなかった。

Ｃ・Ｄの場合は、
遅刻指導に関す
る取り組みを再
検討する。
＋７２(９月末)

前期末に中間
集計(判定基準
遅刻５回以上)
１月に最終集
計

④ 清掃の徹底により、学習環
境の向上とさわやかで心豊
かな学校生活の実現を図
る。

保健環境課
各学年

清掃の徹底を呼びかけ、適宜
全員清掃を実施しているが、
環境美化への意識は十分とは
言えない。

【成果指標】
校舎内の清掃は徹底されて
いると答える保護者が７０
％以上である。

清掃は徹底されていると答える保護
者が
Ａ ７０％以上である。
Ｂ ６０％以上である。
Ｃ ５０％以上である。
Ｄ  ５０％未満である。

Ｃ・Ｄの場合は、
清掃に関する取
り組みを再検討
する。

８１％

前期末に中間
集計(判定基準
５０％)
１月に最終集
計

２ 学習における基
礎・基本の徹底
（わかる授業へ
の授業改善、朝
学習の徹底、体
力の増進）

① 教材や指導方法を工夫し、
わかりやすい丁寧な授業を
実施する。

教務課
各教科

生徒の学力差が大きいため、
習熟度別授業や個別指導等を
実施しているが、その成果は
十分とは言えない。

【努力指標】
積極的に授業改善に取り組
み、わかりやすい丁寧な授
業を実施していると答える
教職員が８０％以上であ
る。

【成果指標】
わかる授業の達成率が８０
％以上である。

積極的に授業改善に取り組み、わか
りやすい丁寧な授業を実施している
と答える教職員が
Ａ  ８０％以上である。
Ｂ ７０％以上である。
Ｃ ６０％以上である。
Ｄ ６０％未満である。

授業内容はだいたい理解できている
と答える生徒が
Ａ ８０％以上である。
Ｂ ７０％以上である。
Ｃ ６０％以上である。
Ｄ  ６０％未満である。

Ｃ・Ｄの場合は、
各教科で授業改
善への取り組み
を検討する。

９１％

Ｃ・Ｄの場合は、
授業方法を検討
する。

６４％(７７％)

前期末に中間
集計(判定基準
６０％)
１月に最終集
計

前期末に中間
集計(判定基準
６０％)
１月に最終集
計

② 朝学習を実施し、積極的に
学習に取り組む態度を育成
する。

各学年
教育相談課

学習習慣が身に付いておら
ず、落ち着きや集中力、学習
に対する積極性において不十
分な生徒が多い。

【成果指標】
積極的に朝学習に取り組ん
でいると答える生徒が８０
％以上である。

積極的に朝学習に取り組んでいると
答える生徒が
Ａ ８０％以上である。
Ｂ ７０％以上である。
Ｃ ６０％以上である。

  Ｄ  ６０％未満である。

Ｃ・Ｄの場合は、
朝学習の内容や
実施方法を再検
討する。

  ８５％

前期末に中間
集計(判定基準
１５点)
１月に最終集
計



重 点 目 標 具 体 的 取 組 主担当 現    状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備   考

③ 生徒の体力増進に努め、た
くましい人間づくりをめざ
す。

体育管理課 スポーツテストの実施にあた
り、前年度の記録から新たな
目標を設定し、達成をめざし
て努力させている。

【成果指標】
スポーツテストの結果にお
いて、前年度の記録を超え
る生徒が増えている。

前年度の自己記録を超えた生徒が
Ａ ８０％以上である。
Ｂ ７０％以上である。
Ｃ ６０％以上である。
Ｄ  ６０％未満である。

Ｃ・Ｄの場合は、
体力増進に関す
る取り組みを再
検討する。

１月に最終集
計

３ 生徒の希望する
進路の実現（キ
ャリア教育の充
実、「産業社会
と人間」等の活
用による生徒の
進路意識の向
上）

① 一人ひとりの生徒に目を向
けた適切な進路指導を行
い、進路希望の実現を図る。

進路指導課
第３学年

進路決定率１００％をめざし
て努力しているが、就職につ
いては、経済情勢の悪化に伴
い、昨年度末に未内定者が数
名出ている。

【成果指標】
進路決定率が１００％であ
る。

進路内定・決定率が
Ａ １００％である。
Ｂ ９５％以上である。
Ｃ ９０％以上である。
Ｄ ９０％未満である。

ＣやＤの場合、
指導体制・指導
内容を検討する。

１月に最終集
計

② 総合学科１年次の「産業社
会と人間」における様々な
取り組みや担任との面談を
通して、進路意識の早期確
立に努める。

進路指導課
第１学年

「産業社会と人間」の時間で、
職業に関する学習や、上級学
校の見学、地域の関係機関や
企業での職場体験等を実施し
ている。

【満足度指標】
「産業社会と人間」におけ
る学習活動を通して、進路
意識が確立している。

自らの進路を考える上で、「産業社
会と人間」における学習活動は
Ａ 大いに参考になった。
Ｂ 参考になった。
Ｃ あまり参考にならなかった。
Ｄ 参考にならなかった。

Ａ＋Ｂが７０％
未満のときは、
「産業社会と人
間」の内容を再
検討する。

７７％

１月に最終集
計

４  部活動の強化と
     生徒会活動の活
     性化（部活動の
     加入促進、全国
     大会での上位入
     賞、生徒会活動
     の充実）

① 部活動への加入率を高める
とともに、継続的な活動を
行い、活力ある学校生活を
体験させる。

生徒課
各学年

体育科生徒の部活動加入率は
１００％だが、総合学科生徒
の年度末部活動加入率は５５
％である。

【成果指標】
総合学科の年度末部活動加
入率が上がり、継続的に部
活動を行う生徒が増えてい
る。

総合学科生徒の年度末部活動加入率
が
Ａ ７０％以上である。
Ｂ ６０％以上である。
Ｃ ５５％以上である。

  Ｄ ５５％未満である。

ＣまたはＤのと
きは、部活動の
加入促進の方法
を再検討する。

86・80・41 (%)

中間集計(判定
基準６０％)
１月に最終集
計

②   各種のトレーニング方法を
     実施することにより、県内
     でトップレベルの競技力を
     維持し、全国大会に出場し
     てベスト８以上の入賞を目
     指す。

体育管理課
各部顧問

なぎなた部・ソフトボール部
・男女バスケットボール部・
ウエイトリフティング部・柔
道部など、全国大会での活躍
もめざましい。

【成果指標】
全国大会に出場する運動部
の数が６部以上である。

全国大会に出場した運動部が
  Ａ ６部以上である。
  Ｂ  ５部である。
  Ｃ  ４部である。
  Ｄ  ４部未満である。

ＣまたはＤのと
きは、練習方法
等を再検討する。

８つの部

前期末に中間
集計(判定基準
４部)
１月に最終集
計

③ 生徒会活動を充実させ、執
行部の企画力・実行力を養
うとともに、学校祭等の行
事を盛り上げ、活力と充実
感のある学校生活の実現を
図る。

生徒課
各学年

生徒会執行部の積極的な取り
組みにより、学校祭等の行事
が盛り上がりを見せて来てい
るが、さらなる自主的・積極
的な取り組みが望まれる。

【成果指標】
生徒会活動は活発に行われ
ていると答える生徒が７０
％以上である。

生徒会活動が活発に行われていると
答える生徒が
Ａ ７０％以上である。
Ｂ ６０％以上である。
Ｃ ５５％以上である。

  Ｄ ５５％未満である。

ＣまたはＤのと
きは、生徒会活
動の在り方を再
検討する。

６０％

中間集計(判定
基準６０％)
１月に最終集
計

５ 地域・保護者と
の連携（保護者
懇談会・地区別
保護者会の充
実、ボランティ
ア活動への生徒
参加促進）

① 保護者懇談・地区別保護者
会を充実させ、学校と保護
者との連携を深める。

総務課
各学年

学校の教育活動や生徒の学習
状況等について、より一層保
護者の理解を得る必要があ
る。

【成果指標】
保護者懇談や地区別保護者
会での対話を通して、学校
の教育活動に対する理解が
深まったと答える保護者が
７０％以上である。

保護者懇談や地区別保護者会での対
話を通して、学校の教育活動に対す
る理解が深まった答える保護者が

Ａ ７０％以上である。
Ｂ ６０％以上である。
Ｃ ５５％以上である。
Ｄ ５５％未満である。

ＣまたはＤのと
きは、保護者懇
談会や地区別保
護者会の実施方
法を再検討する。

７４％

前期末に中間
集計(判定基準
６０％)
１月に最終集
計



重 点 目 標 具 体 的 取 組 主担当 現    状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備   考

② 地域と連携してボランティ
ア活動を推進する。

農業管理課
保健環境課
各学年

地域の花壇づくり、施設での
ボランティア活動、学校周辺
の清掃活動等、ボランティア
活動の機会を設けて活動を推
進している。

【満足度指標】
生徒はボランティア活動の
意義を理解し、奉仕するこ
とに成就感や満足感を感じ
ている。

ボランティア活動に参加しての感想
は
Ａ 充実した活動ができた。
Ｂ ほぼ充実した活動ができた。
Ｃ あまり充実した活動ができな
   かった。
Ｄ 充実した活動ができなかっ
   た。

Ａ＋Ｂが５０％
未満のときは、
ボランティア活
動の意義を理解
させる取り組み
を再検討する。

６６％

１月に最終集
計


